
為替週間展望＝ドル円は方向感が出にくくもみ合いか

　　　　　　　　　　　　　　　［新春展望］
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　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    12 月 24 日～ 12 月 30 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  103.56   103.90(28)    103.26(30)    103.32   -0.33

ユーロ・ドル  1.2191   1.2295(30)    1.2181(28)    1.2278   +0.0091

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    27,444.17     +787.56     日本10年債利回り   0.021   +0.001

ダウ平均株価    30,335.67     +135.80     米10年債利回り     0.936   +0.013

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

３１日　中国１２月製造業購買担当景気指数（ＰＭＩ）

　　　　米新規失業保険申請件数

４日　　中国１２月財新製造業ＰＭＩ

　　　　独１２月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏１２月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英１２月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米１１月建設支出

　　　　米１２月製造業ＰＭＩ確報値

５日　　スイス１２月消費者物価指数

　　　　独１２月雇用統計

　　　　カナダ１１月鉱工業製品価格

　　　　米１２月ＩＳＭ製造業景況指数

６日　　独１２月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏１２月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英１２月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏１１月生産者物価指数

　　　　独１２月消費者物価指数速報値

　　　　米１２月ＡＤＰ雇用統計

　　　　米１２月サービス業ＰＭＩ

　　　　米１１月製造業受注

７日　　豪１１月住宅建設許可件数、豪１１月貿易収支

　　　　スイス１２月雇用統計

　　　　独１１月製造業受注指数

　　　　スイス１１月小売売上高

　　　　ユーロ圏１２月消費者物価指数速報値、ユーロ圏１１月小売売上高指数

　　　　カナダ１１月貿易収支

　　　　米新規失業保険申請件数、米１１月貿易収支

　　　　米１２月ＩＳＭ非製造業景況指数

　　　　カナダ１２月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

８日　　日本１１月勤労者世帯家計調査

　　　　日本１１月景気動向指数速報値

　　　　独１１月貿易収支、独１１月経常収支、独１１月鉱工業生産指数

　　　　ユーロ圏１１月雇用統計

　　　　カナダ１２月雇用統計

　　　　米１２月雇用統計
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【前回のレビュー】クリスマスの後は年末年始となり、ドル円は動きにくい見通し。ド

ルと円は同じ方向に動きやすく、米国で追加経済対策が成立しても、ドル円はもみ合い

を大きく抜けるのは難しい状況が見込まれ、１０３円台を中心とするもみ合いが続くと

した。

　　　　

【新型コロナウイルスの感染拡大は続く】

　新型コロナウイルスの感染拡大は続いており、警戒感が広がっている。世界の感染者

数は８１００万人に達し、死者は１７６万人となっている。米国では感染者数が１９０

０万人を突破しており、死者数は３３万人を超えている。欧米各国を中心にワクチン接

種は始まったものの、感染者数の増加を食い止めるには相当な時間がかかりそうだ。変

異種の感染拡大も世界的に広がっており、こちらも警戒されている

　　

　トランプ米大統領が追加経済対策法案に署名した。こうした動きを好感して、米国株

は堅調に推移して２８日にＮＹダウなど主要３指数は最高値を更新している。そうした

中、リスク選好の動きからドル売りの流れは続いている。円も売られやすくなってお

り、ドル円は１０３円台を中心とするレンジ相場となっている。

　　

　米国では、民主党が過半数を占める下院で、現金給付を１人当たり６００ドルから２

０００ドルに増額する法案を２８日に可決した。ただ、この法案には共和党が反対姿勢

を示しており、成立への期待感がやや後退している。

　　

　明日は大晦日となり、国内市場は休場となる。海外市場はオープンする市場が多いも

のの、ドイツやスイスは休場。香港やシンガポールは短縮取引となる。週明けの新年１

月４日以降は注目度の高い経済指標の発表が続く。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１２月３１日に米新規失業保険申請件

数、１月４日に米１１月建設支出、米１２月製造業ＰＭＩ確報値、５日に米１２月ＩＳ

Ｍ製造業景況指数、６日に米１２月ＡＤＰ雇用統計、米１２月サービス業ＰＭＩ、米１

１月製造業受注、７日に米新規失業保険申請件数、米１１月貿易収支、米１２月ＩＳＭ

非製造業景況指数、８日に日本１１月勤労者世帯家計調査、日本１１月景気動向指数速

報値、米１２月雇用統計などがある。

　　

　米経済指標が上振れした場合は、従来は株高・ドル高に傾く傾向が強かった。このと

ころは株高にはつながるが、リスク選好の高まりでドル売りにつながる傾向が強い。新

型コロナウイルスの感染拡大の影響で、米経済指標は強弱入り乱れているとみられる。

一方で、米追加経済対策による景気刺激効果への期待感もあり、米国株は堅調となり、

ドルは上値重く推移して、円も売られやすい地合いとなりそうだ。

　　

　米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による金融緩和策の長期化観測も米株高を支えてい

る。一方で、リスク選好により、ドルの上値の重い状況は続くとみられる。円も売られ

やすい状況にあり、ドル円は方向感の出にくい展開が続くとみられる。ドル円は１０３

～１０４円台での一進一退の動きを継続することとなりそうだ。ドル円の目先の予想レ

ンジは、１０２．８０～１０４．５０円。

　　

【ユーロドルは堅調な推移か】

　１７日に１．２２７３付近まで上昇した後は、２１日にコロナ変異種への警戒感から

１．２１３０近辺まで急落した。その後は持ち直してユーロ高ドル安の流れが継続し

て、２９日には年初来高値を更新した。英国での新型コロナウイルスの変異種の出現と

各国での感染拡大は警戒されるが、現時点ではユーロへの悪影響とはなっていない。

　　

　注目されるのは、４日発表のドイツやユーロ圏の１２月の製造業購買担当者景気指数

（ＰＭＩ）確報値、６日に発表されるドイツやユーロ圏の１２月非製造業ＰＭＩ確報値

などがある。速報値から上振れするようだと、ユーロのサポート要因となり、ユーロド

ルの堅調な動きにつながりそうだ。現在の堅調な流れを引き継いで、ユーロドルは緩や

かに上値を追う展開になるとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．２１５

０～１．２３５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、３１日に中国１２月製造業ＰＭＩ、４日に



中国１２月財新製造業ＰＭＩ、独・ユーロ圏・英１２月製造業ＰＭＩ確報値、５日にス

イス１２月消費者物価指数、独１２月雇用統計、カナダ１１月鉱工業製品価格、６日に

独・ユーロ圏・英１２月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏１１月生産者物価指数、独１

２月消費者物価指数速報値、７日に豪１１月住宅建設許可件数、豪１１月貿易収支、ス

イス１２月雇用統計、独１１月製造業受注指数、スイス１１月小売売上高、ユーロ圏１

２月消費者物価指数速報値、ユーロ圏１１月小売売上高指数、カナダ１１月貿易収支、

カナダ１２月ＩＶＥＹ購買部協会指数、８日に独１１月貿易収支、独１１月経常収支、

独１１月鉱工業生産指数、ユーロ圏１１月雇用統計、カナダ１２月雇用統計などがあ

る。
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